
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３学期が始まって２週間ほど過ぎた１月２４日。校庭が真っ白に染まるほどの

雪が積もりました。子どもたちは寒さにも負けず、校庭に飛び出し、雪だるまを

作ったり、雪合戦をしたりして楽しみました。 

自分たちが暮らす地域のよさや課題を調べる活動を通して、分かったことや考え

たことを個人で発表しました。その後、グループでこれからの町づくりに向けて自

分たちにできることは何かを保護者の方たちも交えて話し合いました。話し合い後

には、ポスターを掲示するなどして、考えたことを実際に行動に移しました。少子

高齢化問題など、話し合いでの解決が難しかったグループもありましたが、これか

らも地域の課題を自分事として捉え、考え、行動していってほしいと思います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下級生の「よいしょー！」「がんばれ！」という応援を受けてもちをつき、みんな

にふるまいました。地域の方に感謝の気持ちをもつとともに、いよいよ卒業が迫っ

てきたという実感がわいてきたようです。 

今までお世話になった方々への感謝の気持ちを胸に、卒業式に臨みました。クラ

スで心をひとつに練習してきた歌や別れの言葉・・・今までの思い出を振り返り、

成長した姿に感動しながら聞き入っていました。 

 ６年生 31 名全員そろって、笑顔で祖父江小学校を巣立つことができ、本当にう

れしく思っています。 

中学校でのさらなる活躍を期待しています。 


